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★予告・さくらんぼ狩りに行こう！ 
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 現在募集中の講座です！ 

 初めてさんも大歓迎♡ 

 お気軽にどうぞ～♪  
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NPO 法人 
やまがた絆の架け橋ネットワーク 

おしゃべりサロン   
日時 平成 29 年５月 16日(火)10:30～13:00（出入り自由） 
子ども連れでもおひとりでも。 

誰かとおしゃべりしてほっと息抜きしませんか？ 

おにぎりとお味噌汁を準備しています！ 

（昼食いる方は１５日までご連絡ください。） 

☎ 023-674-6013 ✉  fucco@kakehasi.jpn.org 

親子料理教室  「ハンバーガーをつくろう」 
日 時 平成 29年５月２８日（日） １０:００～１３:３０ 

場 所 山形市村木沢コミュニティセンター あじさい交流館 （山形市村木沢 1672-1） 

講 師 徳永 美嘉さん （山形つながるプロジェクト） 

申込み 参加者全員の氏名・子どもは学年・連絡先を明記して  

fucco@kakehasi.jpn.org までメール、または 023-674-6013 まで電話 

締切：５月１９日(金) 

定 員 ５組程度（先着順、定員になり次第締切） 

※託児はありません。 

参加費 大人 ３００円 子ども ２００円（材料費・１日保険料込）  

持ち物 エプロン、三角巾 

 
 

ポルドブラ・骨盤体操講座 
日 時 平成２９年６月９日（金） １０:００～１１:３０  

場 所 山形市東部公民館 軽運動室（予定） 

参加費 500円 

持ち物 ヨガマットまたはバスタオル、水分、汗拭きタオル、動きやすい服装で(素足) 

託 児 あり ※1 歳～ 必要な方は５月２５日(木)まで申込みください 

申込み 氏名・連絡先・託児が必要な方はお子様のお名前・性別・年齢を明記して 

fucco@kakehasi.jpn.org までメール、または 023-674-6013 まで電話 

     ※託児がない場合は前日まで受付ＯＫ 

締切間近！！ 

すぐにお申込みを★ 

 



避難者・帰還者交流会 

「さくらんぼ狩りに行こう！」 
昨年度大好評だったさくらんぼ狩り交流会を今年度も開催予定で準備して 

います。 

日にちや参加費なども含め、詳細は６月上旬に決定して fucco からの風 

２３号には掲載できる予定ですが、「その前に決まり次第案内が欲しい！」方 

は以下アドレスへ必要事項をお送りください。 

 

必要事項 件名：さくらんぼ案内希望 

内容：代表者の氏名、避難先・避難元、連絡先電話番号 

連絡先  fucco@kakehasi.jpn.org 

 

≪ご注意ください≫  

こちらは「参加申し込み」ではなく「案内送付登録」となり 

ます。参加を希望する方は、案内送付後に別途参加 

申し込みをして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 
 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 「運動会といったら秋！」と思っていたのは昔の話？ 

春に開催する学校も多いことにびっくりしました。新学期が 

始まって、ほっと一息…つく間もなくの運動会。気温の変化 

にカラダがついていかないこの時期は調管理が難しいのに！  

そしてまだまだインフルエンザも流行中…。うがい・手洗 

い・睡眠!! 楽しい行事がある時期だからこそ、体調管理 

に気をつけなくては。 

ちょっと疲れた…と感じたときは、15 分早く寝ることを心 

がけてみるといいそうですよ。それなら今日からできる！ 
 

ＮＰＯ法人やまがた絆の架け橋ネットワーク代表理事の早坂信一が語るコラム ９ 

「禍転じて福と為す」 
 

皆さんこんにちは、やまがた絆の架け橋ネットワークの早坂です。新年度に入ったかと思ったら、 

あっ！という間にもう５月です。月日が流れるのが早く感じると年を取ったようで、あまりいい気がしないで

すね。 

今年の３月１１日の前後は、近年まれに見る数の取材依頼がありました。多くの記者さんはそれなりに事前

に情報を仕入れ、状況や過去の敬意などもある程度勉強してくる人が多く、たまに的が外れている人はいるも

のの、それはそれで歓迎すべきことなんだろうなと思っています。中には「政治の至らぬ所を質していくのが

マスコミの役目」と言い切る方もいて、前復興大臣に食い下がった記者のように、骨のある人もいるんだなぁ

と思っていました。しかし、１ヶ月後の熊本地震から１年が経ちましたというニュースは、感動をあおるよう

な報道が多く感じられ（私の主観です）何が問題で、なぜ解決できないのかなど、復興に向けての真実が語ら

れていない感じがしました。 

そこで、報道で分からないなら自分の目で確かめようと、熊本に来て（この原稿は熊本で書いています）あ

ちこち話しを聞いて回りました。現場で頑張っている方もいらっしゃるので、実施体制が問題だ等のダメだし

はしませんが、総じて福島をはじめとする避難者支援の情報は、熊本にもかなり入っている事が実感できまし

た。これらの情報はいままで皆さんが悩み、苦しみ、迷いながら過ごしてきた６年間の想いが積み上げられた

ものです。その情報が熊本の復興のため、生きた教訓や経験として活かされる事を願うばかりです。 

 

 

この事業は認定 NPO法人ジャパンプラットホーム 共に生きるファンド の助成を受けて運営しています。 


